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緒　　言

産総研では 2009年 4月から新しく活断層・地震研究センターが発足しました。これまで主に活断層・

古地震と被害予測の研究を担ってきた旧活断層研究センターと，地質情報研究部門で地震メカニズ

ムや地震に関連した地下水等の変動現象の研究を担ってきた研究グループとが一緒になって新たな

研究センターとなりました．これにより，地形・地質学に軸足を置く研究者と地球物理学に軸足を

置く研究者がこれまでよりも密接に協力し合える環境を整えることとしました。今後は，特に，地

震現象の地表での現れである活断層や変動地形の研究と，地下深部で進行するプロセスの研究の間

に存在する溝を埋めるような研究を積極的に展開していきたいと考えております． 
一方，2008 年 6 月には岩手・宮城内陸地震が活断層の認定されていない場所で発生しました。地

震後の調査では，本地震も過去に繰り返し地震を起こしてきた活断層で発生した地震であることが

わかり，従来の方法では認定の難しい活断層の存在を印象づけました。さらに，南海トラフ沿いで

発生する東海 ･東南海 ･南海地震の今後 30 年間の発生確率は 50％を超えると予測されています．新

しい活断層・地震研究センターでは，このような状況に対応していくための研究展開も重要である

と考えております。 
さて，『活断層・古地震研究報告』は，今後も，地震に関する調査・研究結果を迅速かつ詳細に報

告することを目的に，従来通りの編集方針で，2000 部を印刷し関係機関等に配布していく予定です．

本第 9 号は，主に 2008 年度に旧活断層研究センターが中心となって進めた調査研究の報告となりま

す．外部資金による研究としては，文部科学省からの委託で実施の活断層の追加・補完調査，重点

的調査観測の成果として，関東平野北西縁断層帯と高山・大原断層帯，松本盆地東縁断層帯につい

て報告しています。石狩平野と新潟堆積盆地の 3 次元地下構造については経済産業省からの委託に

よる長周期震動耐震性評価研究の一部です。宮城県北部の地震の 3 次元断層モデルの研究は原子力

安全基盤機構からの予算による成果です．

本報告の内容や，今後の産総研の活断層・古地震を中心にした地震に関する調査・研究の公表の

方法について，読者の皆様の忌憚のないご意見を賜りたくお願い申し上げます．最後になりましたが，

平成 20 年度の活断層・古地震の調査研究に際して，関係自治体，教育委員会，地元自治会，土地所

有者，諸官公庁の皆様に深いご理解とご協力を賜りました．篤くお礼申し上げます．

平成 21 年 10 月 23 日

活断層・地震研究センター　センター長　岡村行信

同　　　　　　　　　　　副センター長　桑原保人
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